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「振り返れば・・・」
　現在、私は居宅介護支援事業所で管理者兼介護支援専門員として働いています。23歳で介護の業界に入り、平成16年（第7回）介護支援専門員受験に挑戦。今となっては笑い話ですが、当時臨月だった私は試験に備え、特別室を交渉した思い出があります。受験を無事終え、約一週間後に長女が誕生。合格通知が届き喜びもつかの間、その後3ヶ月間の実務研修は予想以上にきつく、途中で諦めようかと真剣に考えたものです。
今では長女とともに授かった大切な資格となっています。そんな私ですが、平成19年より居宅介護支援事業所で介護支援専門員として実務経験を積んできました。介護保険制度をはじめ、介護支援専門員を取り巻く環境も目まぐるしい変化です。「仕事を楽しむ」をモットーに、微力ながら地域貢献できるよう、まだまだ前進し続けたいと考えています。
また、ICTを活用したケアマネジメントへの取り組みにより、業務効率化・多職種連携強化・BCP対策、またChatGPTなどの生成AI活用にて記録業務の効率化など、新しいことが定着できるよう取り組んでいきたいと考えています。皆さんも一緒に頑張りましょう。

